
駐日外交官等酒蔵ツアー

製造工程等に関するレクチャー

日本酒の製造工程についての映像を
視聴した上で、現地にて酒蔵からのレ
クチャーを実施。
日本酒の歴史やワインとの違いなど
について質問がなされ、活発な質疑応
答がなされた。

平成31年２月13日、米国、韓国、中国等、10か国から17名の駐日外交官等が東京都青梅市の酒蔵

を訪問。
酒蔵の見学を通して日本酒の製造工程を知るとともに、きき酒や料理とのペアリング体験により、日

本酒の理解を深めることで、各国外交官に自国等で日本酒の魅力を発信してもらうなど、国際的な認

知度を高めることが目的。
当事業は、国税庁及び日本酒造組合中央会の共催により、訪問酒蔵の協力を得て、平成26年度か

ら実施しており、今回開催分を含め、これまで74名の各国外交官等が参加。

酒蔵見学・きき酒体験

酒蔵の内部や仕込み水などを実際に見ながら、日本酒の製造工程等に
ついて学習。
その上で、３種類のタイプの違った銘柄を使ってきき酒体験を実施すると
ともに、数種類の日本酒と料理のペアリングを実施。
外交官からは「自国では飲んだことがなかったが、シーフードと一緒に楽
しみたい」「自国でも日本酒に関する情報発信を図りたい」等の感想が聞
かれた。
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